


　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

発
刊
に
あ
た
っ
て

　
（
一
社
）
九
州
地
域
づ
く
り
協
会
で
は
、
そ
の
前
身
の(

社)

九
州
建
設
弘
済
会
の
時
代
か
ら
、
公
益
事
業
の
一
環
と
し
て
土
木
遺
産
の
発
掘
調
査
の
取
り
組

み
を
始
め
、
九
州
地
域
に
お
け
る
近
世
か
ら
昭
和
期
ま
で
の
土
木
施
設
を
対
象
と
し
、
そ
の
立
地
や
年
代
、
構
造
諸
元
、
設
計
施
工
者
等
に
つ
い
て
調
査
し
、

平
成
二
十
三
年
六
月
に
土
木
遺
産
品
ｉ
ｎ
九
州
と
し
て
、
当
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
公
表
し
て
き
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
こ
の
土
木
遺
産
の
中
か
ら
主
要
な
も
の
を
選
び
、
建
設
に
携
わ
っ
た
先
人
達
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
た
取
り
組
み
を
試
み
、
こ
れ
ま
で
の
技
術
的
な
観

点
だ
け
で
な
く
、
長
年
に
わ
た
る
構
想
、
携
わ
っ
て
き
た
担
当
技
術
者
の
努
力
、
地
域
の
方
々
の
大
き
な
協
力
等
に
よ
り
成
し
遂
げ
ら
れ
た
実
現
の
ド
ラ
マ

を
、「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
九
州
」
と
し
て
、
第
一
巻
を
皮
切
り
に
第
三
巻
を
平
成
二
十
五
年
八
月
ま
で
に
発
刊
し
ま
し
た
。

　

今
回
発
刊
し
ま
す
第
四
巻
は
土
木
遺
産
の
建
設
か
ら
少
し
離
れ
、「
荒
ぶ
る
自
然
」
に
立
ち
向
か
い
数
多
く
の
公
共
施
設(

土
木
遺
産) 

を
守
り
、
ひ
い
て
は

地
域
社
会
を
守
っ
て
き
た
土
木
技
術
者
の
「
人
と
技
術
と
情
熱
の
物
語
」
で
す
。

　

九
州
地
方
は
、
自
然
環
境
や
地
理
的
条
件
と
近
年
の
気
象
条
件
が
相
ま
っ
て
、
大
規
模
な
風
水
害
や
土
砂
災
害
の
他
火
山
噴
火
に
よ
る
災
害
等
多
様
な
災
害

が
発
生
し
、
社
会
経
済
活
動
に
重
大
な
影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。
こ
の
巻
で
は
、
都
市
災
害
の
原
点
と
し
て
の
「
長
崎
大
災
害
」
か
ら
最
近
の
九
州
北
部
豪
雨

ま
で
の
九
州
の
災
害
の
軌
跡
た
ど
り
、
土
石
流
な
ど
で
寸
断
さ
れ
た
道
路
や
決
壊
し
た
堤
防
の
復
旧
の
た
め
の
昼
夜
兼
行
の
闘
い
と
、
南
九
州
特
有
の
特
殊
土

壌
で
あ
る
「
シ
ラ
ス
」
の
防
災
対
策
等
に
使
命
感
を
も
っ
て
挑
ん
だ
土
木
技
術
者
に
焦
点
を
当
て
、
数
多
く
の
関
係
者
に
精
力
的
取
材
し
て
取
り
ま
と
め
た
も

の
で
、
今
後
の
災
害
に
対
す
る
教
訓
に
と
願
う
筆
者
の
熱
い
気
持
ち
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

近
年
の
異
常
気
象
等
に
よ
る
気
候
変
動
で
水
害
・
土
砂
災
害
は
全
国
的
に
多
発
し
て
お
り
、
尊
い
人
命
や
財
産
が
失
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
び
国
土
強
靱
化

法
等
が
整
備
さ
れ
、
災
害
等
に
対
す
る
備
え
は
再
構
築
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、
脆
弱
で
狭
隘
な
国
土
に
あ
っ
て
安
全
で
快
適
な
生
活
を
支
え
て
い
く
た
め
に

は
、
今
後
と
も
な
お
一
層
の
努
力
が
必
要
で
す
。

　

こ
の
取
り
組
み
が
、
改
め
て
多
く
の
方
々
の
社
会
資
本
整
備
の
重
要
性
の
再
認
識
に
繋
が
り
、
ま
た
携
わ
る
人
達
の
仕
事
へ
の
志
を
高
め
、
若
い
土
木
技
術

者
の
教
育
啓
発
の
一
助
と
な
る
こ
と
を
祈
念
し
、
発
刊
の
ご
挨
拶
と
し
ま
す
。
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